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１. はじめに
星野 (2009) や田嶌 (2009, 2011) が示すよう
に､ 現在､ 児童間暴力を中心とした児童による施設
内暴力 (性暴力を含む) が､ 児童養護施設において
大きな問題となっている｡ 2008年の児童福祉法の
改正において､ 児童間暴力の放置が被措置児童虐待
の一形態として位置付けられたこともあり､ 社会的
養護の現場では､ 具体的な対応策の実践が展開され
ている (黒川, 2011：朴, 2011：田嶌, 2011)｡
しかし､ 児童養護施設における児童による施設内
暴力の実態は､ 近年まで客観的に把握されてきたと
は言い難い｡ その理由としては､ 星野 (2009) が
指摘するとおり､ 閉鎖性などの施設の構造的・文化
的特性が綿密に絡んでいることが考えられる｡ その
中で､ 黒田 (2009)､ 酒井ら (2011)､ 多賀ら
(2012) の諸研究は､ 児童による施設内暴力の発生
件数を量的に把握した上で､ 暴力の内容や加害・被
害児童の性別､ 年齢等の属性等を明らかにしている｡
いずれの研究も児童養護施設職員を対象とした質問
紙調査であり､ 黒田 (2009) は東京都社会福祉協
議会児童部会に所属する48施設における１週間の施
設内暴力の実態を分析している｡ また､ 酒井ら
(2011) は兵庫県下における14の児童養護施設を対
象とし､ 多賀ら (2012) は､ Ａ県下における十数
の児童養護施設を対象として､ １年間の施設内暴力
の実態を分析している｡ これらの研究は､ 児童養護
施設における児童による施設内暴力の実態を量的・
客観的に示した点において先駆的で貴重であるが､
いずれも一定期間内における施設内暴力の実態把握
に留まっていることも事実である｡
今後の課題は､ 児童による施設内暴力の実態を量
的・客観的に把握したうえで､ その結果を今現在の
ケアワークの現場を改善するための資料として役立
てることである｡ そのためには､ 児童による施設内
暴力の現状を切れ目なく継続的に調査し､ その結果
をほぼ同時にケアワーカーにフィードバックし続け
ることが必要である｡ しかし､ その実現に際しては､
これまでの研究のように施設職員に対する質問紙を
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用いては､ 質問紙への記載､ 調査の整理・分析に費
やす労力が大きいため､ 現実的ではない｡
そこで本研究では､ 施設職員が日常業務の一環と
して取り組むことができ､ かつ､ より少ない労力で
児童による暴力を量的・客観的に把握する方法の開
発を目的とした｡ 具体的には､ 児童養護施設職員が
日常業務として記録する児童の生活記録 (以下､ 児
童記録) を分析対象とすること及び､ 分析に際して
テキストマイニング用のコンピュータソフトである
KH-Coder (樋口, 2014) を使用することを試みた｡
なお､ KH-Coderを用いた児童養護施設内の暴力に
関する計量分析は､ 酒井ら (2011) の先行研究が
あるが､ 分析対象はアンケートの自由記述であり､
児童の生活記録を分析対象としたものは､ これまで
に見当たらない｡
なお､ 近年の研究 (榊原ら, 2010；榊原ら, 2011
；吉野, 2011；藤原ら, 2014) は､ 性暴力を含む
児童の性問題行動が児童養護施設における大きな問
題であることを示していることから､ 本研究では暴
力に加えて性関連事案も分析対象とした｡
２. 方法
１) 分析対象及び調査時期
2014年４月１日時点で中国地方のA児童養護施設
に在籍した児童50名 (表１) に関し､ 担当ケアワー
カーが日々の業務において記入した６か月間の児童
記録 (2014年４月１日～９月30日) を分析対象と
した｡ なお､ 50名の児童のうち､ 中学生以上の児童
４名が途中で措置解除となった｡
表１ 性別､ 学年別の分析対象児童人数 (人)
２) 手続き
KH-Coderにより児童記録から暴力及び性関連事
案の概数を把握する一方で､ その結果の妥当性を確
認するため､ 人的な概数把握を行い､ その結果を比
較した｡ 以下にその詳細を示す｡
  暴力及び性関連事案の定義
ここでは暴力を ｢心身や物への攻撃的な行為また
は､ 個人的空間・所有物への侵入的な行為であり､
人の心や体を傷つける行為｣ と定義した上で､ その
対象に応じて物理的暴力､ 心理的暴力､ 侵入的暴力､
自分への暴力に分類した (表２)｡
また､ 性関連事案とは､ 児童の健康な性の発達に
有害と考えられる事案である｡ 具体的には､ 児童が
行うか児童に向けられた性的言動のうち性行動のルー
ル (Bonner et al, 1995) に反するか､ 明らかに
年齢や発達水準から逸脱した事案及び､ 集団生活上
不適切なポルノグラフィーの持込み・貸し借りとし
た｡ なお､ 性暴力は性関連事案として扱った｡
表２ 暴力の種別
  計量ターゲット
KH-Coderを用いて暴力及び性関連事案の概数を
把握するには､ 特定の計量対象が必要となるが､ こ
こではそれを計量ターゲットと呼ぶ｡ 計量ターゲッ
トは､ 児童記録に暴力や性関連事案が含まれるか否
かを判断するための手がかりであり､ 具体的には､
児童記録の中に出現する暴力及び性関連の言葉 (例：
殴る､ 蹴る､ キス､ わいせつ...) 及び記録の文中に
接近して出現する暴力や性に関連した言葉のセット
(例：…わざと…押す…､ …成人…雑誌) である｡
計量ターゲットは､ 表２に示す４種類の暴力及び性
関連の言葉 (もしくは言葉のセット) の５種類に分
類されるが､ 実際には物理的暴力と心理的暴力の判
断が困難な言葉やそのセットもあり､ そのような計
量ターゲットは ｢物理的/心理的暴力｣ として､ 計
量ターゲットを６種類に定めた｡
 
 
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就学前 小学生 中学生 中卒者 合計
男子 3 6 6 11 26
女子 1 6 11 6 24
合計 4 12 17 17 50
種 別 定 義
物理的暴力
殴る､ 蹴る､ 物で叩くなど､ 身体や物を
使った接触的手段により他者の身体に苦
痛や損傷を与えたり､ 器物や建物等を破
壊する行為
心理的暴力
悪口､ 辱めを与える言葉や身振りなど非
接触的手段によって､ 他者の心に不安を
与えたり､ 他者の心を傷つける行為
侵入的暴力
許可なく他者の部屋で遊んだり､ 他者の
物を使用したりするなど､ 他者の空間・
物に関する所有権限を侵す行為
自分への暴力 リストカット､ 頭打ちなどにより自分自身の心身を傷つける行為
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暴力及び性関連事案の概数を把握するためには､
計量ターゲットをどの単位で数えるかが重要となる｡
ここでは､ 児童記録の中で計量ターゲットが出現し
た１日分の記録を計量の単位として､ 計量ターゲッ
トの種類ごとに数えた｡ そして､ この件数を
KH-Coderによる事案概数として扱う｡ この場合､
同じ種類の計量ターゲットが１日の記録の中に複数
回出現しても､ KH-Coderによる事案概数は１件で
ある｡ しかし､ 一般的に考えて１人の児童が１日に
同じ種別の暴力事案や性関連事案を複数件数生じさ
せることは多くはないと想定されることから､ この
件数を事案の概数として捉えることに無理はない｡
黒田 (2009) の研究においても､ 日に何度も身体
的暴力を振るった事案は５%程度である｡  コーディングルールの設定
KH-Coderを用いて計量ターゲットを適切に計量
するには､ 計量ターゲットとなる言葉やそのセット､
例外事項などをコーディングルールとして事前に定
める必要がある｡ コーディングルールの定め方によ
り分析結果が異なるため､ このルールの決定が極め
て重要となる｡ 本研究における手順を以下の①～③
に示す｡
① 予備調査
Ａ児童養護施設に在籍した３歳以上の就学前児童､
小学校低学年児童､ 小学校中学年児童､ 小学校高学
年児童､ 中学生､ 高校生について男女１名ずつ､ 計
８名の児童記録 (2013年４月～９月) を用いて予
備調査を実施した｡ 予備調査用では､ KH-Coderに
より各児童記録で使用されている語を品詞別にリス
トアップしたうえで､ その中に含まれる暴力及び性
関連事案の言葉を中心に予備調査用のコーディング
ルールを作成し､ 月別､ 計量ターゲット種類別の事
案概数を分析した｡
② 施設職員へのフィードバック及びアンケート
予備調査用のコーディングルールと分析結果をＡ
児童養護施設の職員全体にフィードバックした｡ 職
員から見て分析結果に違和感がないことを確認した
うえで､ 予備調査用コーディングルールに使用した
言葉以外で､ 各職員が暴力及び性関連事案を記録す
る際に用いる言葉を自由記述式アンケートにより収
集した｡
③ 暫定的コーディングルールとルールの修正
②のアンケート結果より予備調査用コーディング
ルールを修正して暫定的コーディングルールを定め
た｡ 次に､ 分析材料である50名の児童記録に対して､
暫定的コーディングルールに基づきKH-Coderによ
る文章検索を実施し､ 個々の児童記録について､ 計
量ターゲットが使用された箇所が暴力や性に関連す
る事案を反映しているか否かを確認した｡ そして､
暴力や性に関連する事案を反映していない箇所で計
量ターゲットの使用が確認された場合は､ 可能な限
り暴力や性に関連する事案を反映した箇所のみで計
量ターゲットが確認されるように暫定的コーディン
グルールを修正した｡ また､ 児童個々の記録全体を
通じて､ 暫定的コーディングルールには含まれない
が､ 暴力や性に関連する事案を反映している言葉や
そのセットがないかを確認し､ 必要に応じて暫定的
コーディングルールの修正を行った｡ 以上の修正を
通じ､ 最終的なコーディングルールを定めた｡  人的計量による事案概数 (正確な概数)
全ての児童記録の通読により､ 各暴力種別及び性
関連事案の正確な件数把握を行った｡ この際､ この
件数との比較によりKH-Coderによる事案概数の妥
当性が確認できるように､ 計量単位をそろえた｡ つ
まり､ 児童記録の中で各暴力種別及び性関連事案が
出現した１日分の記録を計量の単位とした｡ よって､
この件数は正確な概数であり､ ここではこれを人的
計量による事案概数と呼ぶ｡
３) 分析方法
各種暴力及び性関連事案について､ 月別､ 男女別､
学年別に人的計量及びKH-Coderによる事案概数を
比較した｡ その際､ 男児－女児間の比較ではMann-
WhitneyのU検定を行い､ 学年間の比較ではKruska
l-Wallis検定と多重比較 (Scheffe) を行った｡ デー
タの解析には､ Microsoft Excel 2010と統計解析
アドインソフト エクセル統計2012 for windows
を使用した｡
－ 17 －
島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第54号 (2016年)
４) 倫理的配慮
研究の実施及び研究成果の発表に関して施設長の
許可を得た上で､ Ａ児童養護施設職員から ｢研究協
力に関する同意書｣ への署名を得て実施した｡ また､
児童記録の分析は全て当該施設内において行った｡
３. 結果
１) 月別の事案概数 (人的計量 / KH-Coder)
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図１～図６に各種暴力と性関連事案に関する月ご
との人的計量及びKH-Coderによる事案概数を示す｡
実線が人的計量による､ 破線がKH-Coderによる事
案概数を示している｡ 実線と破線の値の差は､ 図１
の９月及び図２の８月で４件､ 図３の４月と７月で
それぞれ５件と６件､ 図６の４月と６月及び７月で
それぞれ４件と５件ずつの差が認められたものの､
それ以外では､ いずれの図のいずれの月も３件以下
であり､ 実線と破線の値は近似していた｡ また､ 各
図における実線と破線の時系列に沿った上下変動の
方向をみると､ 変動方向が実線と破線で逆転するの
は図２の４－５月間及び８－９月間､ 図４の５－６
月の３か所のみであった｡
図６においては､ 全体の半分の月において４件以
上の差が認められたが､ 実線と破線の変動方向は完
全に一致している｡ また､ 図２においては､ 実線と
破線の変動方向の逆転が２か所で認められたが､ 各
月における実線と破線の差は８月を除いて３件以内
であり､ ４月から９月までの全体的な変動に､ 実践
と破線で目立って大きなずれがあるとは言えない｡
以上から､ 実線と破線をほぼ同等のものとして扱
うことに問題はないと判断したうえで､ 事案概数の
継時的な変動特徴を見る｡ 図１と図２より ｢出現す
る暴力の種類は物理的暴力と心理的暴力が多いが､
物理的暴力が４月から９月に向けて増加の方向にあ
る一方で心理的暴力は漸減の傾向にあること｣ が､
図４と図６より ｢侵入的暴力と性関連事案は４月以
降増加した後減少し､ ９月に向けて再び増加するN
字形の変動になっていること｣ が読み取れる｡ 図５
では､ ７月に若干の増加が認められるが､ 月ごとの
件数は極めて少ない｡ よって､ 自分自身に対する暴
力は､ 件数の少ない暴力と言える｡ また､ 図３の物
理的/心理的暴力は､ 本来､ 物理的暴力か心理的暴
力に分配されるべきものであることから､ その件数
や件数の継時的な変動を分析することに意味はない｡
２) 男女別の事案概数 (人的計量/ KH-Coder)
表３は５種類の暴力と性関連事案に関して､ 人的
計量及びKH-Coderによる事案概数の度数分布､ 中
央値､ 合計､ 平均 (半年間の一人当たりの事案概数)
を男女別に示している｡
  男児
度数分布を見ると､ いずれの計量対象においても､
人的計量とKH-Coderの両方で０～１件にピークが
ある後､ 急激に減少している｡ また､ その両方にお
いて､ ０～１件の中でも０件の割合が全ての計量対
象で半数より上を占めており､ 中央値も０から１の
間に位置する｡ 合計と平均に関して､ 人的計量と
KH-Coderを比較すると､ 物理的暴力における差が
合計で13件 (平均で0.5件) とやや大きいことを除
けば､ その他の暴力と性関連事案では合計で８件
(平均で約0.3件) 以内に収まっており､ 両方の件数
はよく類似している｡  女児
度数分布を見ると､ いずれの計量対象においても､
人的計量とKH-Coderの両方で０～１件にピークが
ある後急激に減少している｡ また､ ０～１件の中で
も０件の割合が全ての計量対象において概ね２/３
以上を占めており､ 中央値も0か1である｡ これらの
傾向は男児とよく類似している｡ 合計と平均に関し
て､ 人的計量とKH-Coderを比較すると､ 全ての暴
力と性関連事案において９件 (平均で約0.4件) 以
内に収まっており､ 両方の件数はよく類似している｡  男児－女児間の比較
人的計量において､ 物理的暴力で男児の件数が優
位に多いこと (z=2.90, p＜0.01) と､ 自分への暴
力で女児の件数が優位に多いこと (z=2.15,
p＜0.05) が示された｡ また､ KH-Coderにおいて､
物理的暴力で男児の件数が優位に多いこと (z=3.02,
p＜0.01) が示された｡ また､ その他の計量対象に
ついては､ 人的計量とKH-Coderのいずれにおいて
も統計的に優位な差は認められなかった｡ 以上､ 統
計分析による優位さの有無と程度は､ 人的計量及び
KH-Coderによる事案概数で完全に一致するわけで
はないが概ね同様であった｡
３) 学年別の事案概数 (人的計量/ KH-Coder)  全体的傾向
表４は､ ５種類の暴力と性関連事案に関して､ 人
的計量及びKH-Coderによる事案概数の最小値､
最大値､ 中央値､ 合計､ 平均を学年別に示している｡
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最小値､ 最大値を見ると､ 幼児の物理的暴力と小
学生の物理的/心理的暴力の最大値で人的計量と
KH-Coderの間に４件の差が認められるのみであり､
それ以外は最小値､ 最大値共に３件以下の差で収まっ
ている｡ また､ 同様に中央値を見ても､ 人的計量と
KH-Coderの差は､ 各学年において小さい｡
次に合計と平均を見る｡ 幼児､ 小学生､ 中学生､
中卒における人的計量とKH-Coderの差は､ それぞ
れ心理的暴力の８件 (平均で約２件)､ 物理的/心理
的暴力の８件 (平均で約0.7件)､ 心理的暴力の５件
(平均で約0.3件)､ 性関連事案の７件 (平均で約0.4
件) が最大であり､ 人的計量とKH-Coderによる事
案概数は比較的類似している｡  学年間の比較
学年間の比較を行ったところ､ 人的計量において､
物理的暴力 ( =20.42, p＜0.001)､ 心理的暴力
( =9.77, p＜0.05)､ 物理的/心理的暴力 =14.48,
p＜0.01)､ 性関連事案 ( =14.34, p＜0.01) で有
意差が認められた｡ それぞれに多重比較を行ったと
ころ､ 物理的暴力では幼児の事案概数が中学生と中
卒に比較して有意に多いことが (p＜0.01)､ 物理的
/心理的暴力では幼児の事案概数が中学生に比較し
て有意に多いことが (p＜0.01)､ 性関連事案では幼
児と中学生の事案概数が中卒に比較して有意に多い
ことが示された (p＜0.05)｡ また､ KH-Coderにお
いては､ 物理的暴力 ( =21.03, p＜0.001)､ 心理
的暴力 ( =12.25, p＜0.01)､ 物理的/心理的暴力
( =14.32, p＜0.01)､ 性関連事案 ( =9.93,
p＜0.05) で有意差が認められた｡ それぞれに多重
比較を行ったところ､ 物理的暴力では幼児の事案概
数が中学生と中卒に比較して有意に多いことが
(p＜0.01)､ 物理的／心理的暴力では幼児の事案概
数が中学生に比較して有意に多いことが (p＜0.01)､
性関連事案では幼児の事案概数が中卒に比較して有
意に多いことが示された (p＜0.05)｡
以上､ Kruskal-Wallis検定において､ 人的計量と
KH-Coderのそれぞれにおいて有意差が認められた
箇所は同一であった｡ 多重比較の結果も､ 性関連事
案においてKH-Coderで中学生と中卒の間に有意差
が認められなかったことを除けば､ 同じ箇所で有差
が認められた｡ よって､ 完全に一致したわけではな
いが､ 人的計量及びKH-Coderによる事案概数に対
する統計分析の結果は概ね同様であった｡
４) 結果のまとめ
月別､ 男女別､ 学年別に人的計量及びKH-Coder
による事案概数を比較したところ､ その件数は類似
していた｡ 度数分布､ 最小値､ 最大値､ 中央値､ 平
均など他の統計的指標においても類似が認められた｡
また､ 男女別､ 学年別の分析における統計的検定の
結果も人的計量及びKH-Coderによる事案概数で概
ね同一であった｡ よって､ KH-Coderによる事案概
数は妥当性が高いと判断できる｡
なお､ 月別の分析結果からは､ 計量対象 (５種類
の暴力と性関連事案) によって継時的な出現傾向が
異なることが示唆され､ 男女別の分析からは､ 物理
的暴力は男児で生じやすく､ 自分への暴力は女児で
生じやすいことが示された｡ 学年別の分析からは､
物理的暴力は幼児で生じやすく､ 性関連事案は幼児
や中学生で生じやすいことが示された｡
４. 考察
１) KH-Coderを用いた分析の実用性
結果より､ 児童記録をKH-Coderで分析すること
で､ 児童による各種暴力と性関連事案の継時的な出
現傾向を捉えることが可能と考える｡ 継時的に暴力
及び性関連事案の概数を把握することで､ 暴力や性
関連事案が発生しやすい時期やタイミングを特定で
きる可能性が高まる｡ そして､ 特定の暴力が特定の
時期に増減する傾向にあることや､ 特定のタイプの
児童の入退所が暴力や性関連事案の増減に関係する
ことなどが分かれば､ 特定の時期や対象に絞った集
中的で効率的な対応策を考えることも可能である｡
さらに､ KH-Coderによる事案概数は､ 施設が取
り組む暴力や性問題行動の防止活動の客観的な効果
測定値として利用可能である｡ その結果､ 感覚では
なく､ 証拠に基づいた対応策の構築が可能となるこ
とから､ この意義は極めて大きい｡
また､ 一度コーディングルールを整えれば､ 分析
にかける労力も少ない｡ 以上から本件研究により開
発された手法は実用性が高いと考える｡
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２) 事案件数のずれとエラー
児童記録とKH-Coderを用いた暴力の量的把握方
法の実用性は確認できたが､ KH-Coderによる事案
概数と記録の通読を用いた人的計量による事案概数
には､ 一定のずれが生じる｡ このずれは､ KH-Cod
erによる２つのエラーに起因する｡ １つ目のエラー
は､ ｢実際には暴力や性関連事案が生じていないに
も関わらず拾い上げる場合 (第１種エラー)｣ であ
り､ もう１つのエラーは ｢実際には暴力や性関連事
案が生じているにも関わらず､ 拾い上げない場合
(第２種エラー)｣ である｡
表５は､ 計量対象ごとの第1種及び第２エラーの
数と発生率､ 及び捕捉数とその発生率 (捕捉率１､
２) を本研究の結果から計算したものである｡ 捕捉
数とは､ KH-Coderにより拾い上げた計量ターゲッ
トが､ 実際に暴力事案や性関連事案の記載に使用さ
れていた数である｡ よって､ 第１種エラー数と捕捉
数を足すとKH-Coderによる事案概数になり､ 第２
種エラー数と捕捉数を足すと人的計量による事案概
数になる｡ また､ 捕捉率１は､ KH-Coderによる事
案概数のうち補足数が占める率であり､ 捕捉率２は
人的計量による事案概数のうち､ 補足数が占める割
合である｡ 第１種エラー率 (第２種エラー率) と補
足率１ (補足率２) は､ 足すと100になる相補的な
指標であるため､ 表５のエラー率､ 捕捉率を見る際
には､ 第１種エラー率か補足率１のいずれか及び第
２種エラー率か補足率２のいずれかを見ればよい｡
ここでは､ 第１種エラー率と補足率２から表５を見
る｡ 例えば､ 物理的暴力に関しては､ KH-Coderに
よる事案概数はその24.76% (第１種エラー率) は
的外れであったが､ 人的計量による事案概数の81.4
4% (補足率２) は拾い上げたことが分かる｡ 表５
からは､ 第１種エラー率は侵入的暴力が最も低く
10.81％であるが､ 心理的暴力と物理的暴力で20%
台､ 自分への暴力と性関連事案は30%台､ 物理的／
心理的暴力が44%である｡ つまり､ KH-Coderによ
る事案概数は､ 自分への暴力と性関連事案ではその
３件のうち１件は､ 物理的／心理的暴力では10件の
うち４件は的外れであると言える｡ しかし､ 補足率
２を見るといずれの計量対象も75%を超えているう
え､ 心理的暴力と侵入的暴力以外は80%を超えてお
り､ KH-Coderが高い割合で各種の暴力と性関連事
案を拾い上げていることが分かる｡
３) 暴力における性差と学年差
本研究では､ 物理的暴力は男児で生じやすいこと
が示された｡ この結果は､ 児童養護施設における児
童間の身体的暴力は男子に多いとする黒田 (2009)
の研究結果と一致する｡ また､ 暴言などの心理的､
精神的暴力も含むものの､ 多賀ら (2012) や酒井
ら (2011) も施設内暴力は男児による暴力が多い
ことを示しており､ 本研究の結果は過去の研究結果
を確かめたと言える｡
また､ 本研究では女児は自分への暴力が生じやす
いことが示唆された｡ 今回､ 人的計量において７回
の自分への暴力が認められたが､ そのうち６回は中
学生以上の女児によるものであった (表４)｡ 山口
ら (2013) は､ 一般的に女性は自傷行為の発生率
が高いことを提示したうえ､ 高校生のデータから､
その背景には女子は男子に比較して否定的な自己イ
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表５ エラー件数とその発生率及び捕捉数とその発生率
エラー数 エラー率 (%)
捕捉数
捕捉率 (%)
計量対象 第１種 第２種 第１種 第２種 １ ２
物理的暴力 26 18 24.76 18.56 79 75.24 81.44
心理的暴力 21 20 21.43 20.62 77 78.57 79.38
物理的/心理的暴力 22 7 44.00 20.00 28 56.00 80.00
侵入的暴力 4 10 10.81 23.26 33 89.19 76.74
自分への暴力 3 1 33.33 14.29 6 66.67 85.71
性関連事案 26 10 36.62 18.18 45 63.38 81.82
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メージが自傷行為につながりやすいことを示してい
る｡ 厚生労働省 (2015) によれば､ 児童養護施設
入所児童の約６割が被虐待体験を有しており､ 西澤
(1994) によれば､ 被虐待体験は自己評価を大きく
下げる｡ よって､ これらの知見に基づけば､ 児童養
護施設に入所している思春期以降の女児は､ 自傷行
為などの自分への暴力が生じるリスクは高いと考え
られ､ 本研究の結果もその一端を示している可能性
が高い｡
学年別の分析は､ 物理的暴力が幼児で生じやすい
ことを示した｡ 幼児は４人と人数が少なかったため､
この結果を一般化することは難しいが､ 黒田
(2009) の研究においても身体的暴力をおこした児
童の年代は幼児が最も多い｡ 幼児は衝動のコントロー
ルが未熟であるため､ そのことが物理的な暴力を生
じさせやすくしている可能性がある｡
さらに､ 性関連事案は幼児と中学生で生じやすい
ことが示された｡ 幼児は人数が少なく､ 結果の一般
化は難しいが､ 中学生は身体の性的成熟とともに急
激に性衝動が高まる時期であり､ 当然の結果とも考
えられる｡ しかし､ 現在の児童養護施設は性被害の
経験を有する児童が生活していることも多いうえ､
施設内での児童間性暴力の可能性を常に考える必要
があることから､ 性関連事案については､ 児童の学
年・性別に関係なく慎重な分析と対応が求められる｡
４) 本研究の限界
本研究においてKH-Coderにより導かれた暴力と
性関連事案の件数は概数であり､ 実数ではない｡ 正
確な件数を把握する必要がある場合は､ 児童記録の
通読等により個々の事案を確認する必要がある｡ ま
た､ より実数に近い概数を求めるために､ エラー率､
捕捉率を用いてKH-Coderによる事案概数を補正す
る手法も考えられる｡
本研究では児童記録を分析対象としたため､ 職員
が把握できた事案のみが計量対象なった｡ しかし､
実際には職員が把握していない暴力事案､ 性関連事
案が生じていると考えるべきである｡ そのような事
案は､ 職員が対応できないため､ より深刻である｡
職員がより多くの事案を把握し､ 確実な対応を可能
とするには､ 児童からの相談や訴えが不可欠であり､
職員から児童への聞き取り調査 (田嶌, 2011) を
はじめ､ そのための取り組みが不可欠である｡
なお､ 暴力や性関連事案への実際の対応では､ そ
の発生の有無や量のみでなく､ その質や程度及び加
害児・被害児の心理面の分析も重要である｡ この点
については､ 計量を主眼においた本研究の手法によ
る分析は不十分であり､ 個々の事例に則して丁寧に
観察､ 分析する必要がある｡
５) 今後の課題
今後については､ 計量の精度をあげるため､ 第１
種､ 第２種のエラー率を下げるコーディングルール
の開発が重要な課題である｡
また､ 計量を続けることにより､ 暴力や性関連事
案が発生しやすい時期やタイミングの存在の有無や
その傾向について明らかにすることや､ 暴力におけ
る性差や学年差に関するデータを積み重ね､ その実
態をより明らかにすることも課題である｡ 特に思春
期以降の女児による自分への暴力に関しては､ 施設
内暴力に関する過去の研究において焦点が当てられ
ておらず､ まずは実態を明らかにする必要がある｡
５. おわりに
児童養護施設等における児童による暴力､ 性問題
行動は喫緊の課題である｡ 本稿ではその実態をより
簡便に把握し､ 現場のケアワークに生かすため､ 児
童記録とテキストマイニング用のコンピュータソフ
トであるKH-Coderを用いて各種暴力及び性関連事
案の概数を把握する方法を開発､ 実践した｡ しかし､
児童養護施設の現場では､ 暴力､ 性問題行動への対
応策の確立と普及こそ望まれることであり､ 大きな
目標である｡ 本研究もそのための手段であり､ 今度
とも､ この目標に向けて､ 現場と研究機関が一体と
なって取り組み続ける必要がある｡
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